
３月２３日（土） 知的好奇心の会 例会 

「慶應義塾大学名誉教授 冨田 勝さんのお話」 

 実施前から 注目された今回の講演会には 91名の参加者（杉並稲門会から 16名）が阿佐ヶ谷地

域区民センターに集まり感動の 2時間半を過ごした。質問も多数で時間切れとなる盛況さであった。

また実施後主催側に感動・感銘・納得のメールが 17件も届いた。（数件をピックアップしてお知らせし

ます。） 

冨田 勝先生のプロフィール 

 慶應義塾大学工学部卒業後米国に留学、ＡＩを専攻し博士号を取得、帰国後湘南藤沢キャンパスの

開設と日本初のＡＯ入試導入に寄与し、環境情報学部の学部長も務めた。また 2001年に山形県鶴

岡市に慶應義塾大学先端生命科学研究所を新設。研究所長を 22年間務め 9社の慶應鶴岡発ベン

チャーを創業または操業支援、日本を代表するサイエンスパークに発展した。人口クモ糸のスパイ

パー社は有名。先生はＡＩの他 電気工学、分子生物学、地域政策と４つの博士号を持つスーパーマ

ン。 

講演テーマ 「脱優等生のススメー夢中は努力に勝る」 

 優等生は先生の言うことをよく聞き 嫌いな科目であっても与えられた教科書の試験範囲をきっち

り勉強するので成績優秀です。一方「脱優等生」は常識にとらわれずやりたいことに夢中になるので

成績優秀とは限りません。生徒は成績点数で序列をつけられます。試験では教科書に書いてあるこ

とが正解なので自分で考える必要はありません。その結果「正解を教わる」支持待ち人間を大量生産

してきました。優等生集団からは決してイノベーションは生まれません。AIが普及していくこれからは

人間しかできない「感動的なこと」、「斬新なこと」、「魅力的なこと」、「面白いこと」で真価が問われる

時代になるでしょう。 

私は鶴岡キャンパスの所長を拝命してから 22年間「普通は０点」というスローガンを掲げ人と違う面

白いことをする異端人材を醸成する文化と環境を整えてきました。「自分にとって夢中になれることは

何か」、「人間としての自分の魅力はどこにあるのか」、それを子供たちに考えさせる前に、まずは大

人たち自身が夢と勇気とビジョンをもつこと。今の日本の教育にとってそれが最も大切なことだと思

います。 

参加者の声 



 （Ｓ62Ｋさん）42歳の働き盛りの時期に鶴岡赴任を受け入れ、腐らずに取り組んで立派に成果を挙

げた点に先生の人間力と実力が現れている。帰路に「脱優等生のススメ」を購入した。 

 （Ｓ41Ｈさん）今後のＡＩの動向、人間との対峙などを含め疑問に思っていた点がクリアになった。 

 （Ｓ52Ｎさん）30年か 40年前にこの話を聞きたかった。でも自分なりに人生の意義を考えてみた

い。 

 （Ｓ59Ｙさん）日常の概念を考えなおさせてもらった。 

 （Ｈ20Ｍさん）人と違う考えを持っていても、自らこれと思うことを努力してやってみると成功に繋がる

可能性がある。失敗してもそこから得ることは沢山ありこれからに繋がる。これからもやれることは

やってみようと思う。早速執筆された本を買ってみる。 

 （Ｓ44Ｉさん）久々に興奮を感じる講演だった。先生の著作を買って読む。 

 （Ｓ48Ｈさん）高齢者として聞くのも有意義だが、学生時代に聞いていたら自分の将来を考える上で

示唆に富んでいたと感じた。 

 （Ｓ48Ｋさん）小学５年生の孫の将来を考えた時 貴重なヒントをいただいた。 

 （Ｓ37Ｇさん）先生というより未来の預言者として話を聞いた。 

写真① 冨田 勝 先生 

写真② 熱心に聞き入る参加者 

  

 


